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セッションＯ　：　地域資源・人財活用・ソーシャルキャピタル⑤

第１会場（160教室）

発 表 者 所　　属 テ ー マ

白蓋　由喜 法政大学大学院 大学が「触媒」となり、地域の人的資源をつなぐ「地学連携」の可能性

松本　真悟 島根大学 産学官参加型NPO法人による有機性廃棄物の循環利用の試み

杉森賢司 東邦大学医学部生物学研究室 微生物が関与する地域特性を生かした新しい温泉活用法

セッションＰ　：　地域再生、地域活性化全般④

第２会場（171教室）

発 表 者 所　　属 テ ー マ

白石　史郎 法政大学大学院政策創造研究科
魅力的な劇場・劇団を拠点とした地域活性化
―劇団わらび座、宝塚歌劇団を例に―

塚原　啓史 福島県庁 奥会津5町村と福島県による新しい広域連携への挑戦

山本　祐子 法政大学政策創造研究科
都市農村交流の定住における地域住民の果たす役割
―　長野県南信地域の中山間地域を中心として　―

セッションＱ　：　地域ブランド、地域経営、マーケティング②

第３会場（172教室）

発 表 者 所　　属 テ ー マ

小森　正彦 日本政策投資銀行 インバウンド観光による地域活性化

田畑　恒平 早稲田大学 地域ブランド形成に果たすメディアの役割：具体事例研究を用いて

樽田　泰宜 北陸先端科学技術大学院大学 地域活性化リーダーの「気づき」

宮本　善和 中央開発株式会社 石垣島のサンゴ礁保全・再生に向けた石垣空港における島野菜販売の社会实験

セッションＲ　：　地域再生、地域活性化全般⑤

第４会場（272教室）

発 表 者 所　　属 テ ー マ

藤沢　重徳 長野県上田高等学校
社会起業家(地域起業家)を育てよう！
～ 高大連携・学社連携でとりくむ「人財育成」の試み ～

赤木　弘喜 事業創造大学院大学
地域活性化におけるスポーツコミッションの可能性について
―十日町市スポーツコミッション地域再生協議会を事例として―

高木　朗義 岐阜大学 工学部社会基盤工学科 岐阜県「まちづくり支援チーム」による地域活性化効果

セッションＳ　：　地域産業、企業、産学官連携③

第５会場（274教室）

発 表 者 所　　属 テ ー マ

嶋崎　真仁 秋田県立大学 地域特性を考慮した産学連携による地域活性化方策の適用实験(第一報)

山崎　泰央 石巻専修大学
産学連携による学生の社会人基礎力育成と地域貢献
～松山大学の取り組み～

萩行　さとみ 早稲田大学大学院
情報化が地域経済へ与える効果
～北陸地方を例にした比較实証分析

セッションＴ-1　：　地域資源・人財活用・ソーシャルキャピタル⑥

第６会場（370教室）

発 表 者 所　　属 テ ー マ

山田　一人 法政大学大学院政策創造研究科 秋葉原地域における人財育成

君波　健治 信大・地域フォーラム 地域伝統企業の人材育成貢献と人財

石井　幹太 静岡福祉大学 地域活性大学創成と人財育成①

第６会場（370教室）

発 表 者 所　　属 テ ー マ

宮崎　毅 明海大学 首都直下地震における地方財政への影響について

南　慎一 北海道立総合研究機構 地方都市（北海道）における災害と被災地の活性化の取り組み

中林一樹 首都大学東京 首都直下地震災害の特徴と事前復興の取り組み

中林一樹 首都大学東京 総括（フロアからの質問など）

セッションU：大学間戦略連携成果発表　

第７会場（470教室）

７月1１日（日）　９：３０～１１：３０

セッションＴ-2　：　防災研究部会(ランチョンセッション）

※防災研究部会はランチョンセッションとなり、お弁当を召し上がりながらのセッションとなります。
　 お弁当は会場前で10：50頃から販売します。（お茶つき1000円）


